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•	 ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
•	「取扱説明書」は大切に保管してください。
•	 お客様ご自身では据付けないでください。（安全や機能の確保ができません。）
•	 この製品は、日本国内用に設計されていますので、国外では使用できません。また、アフターサービスもでき
ません。	
This appliance is designed for use in Japan only and the contents in this document cannot 
be applied in any other country. No servicing is available outside of Japan.

取扱説明書
BACnetⓇ電力按分課金支援機能 試運転手順編

三菱電機空調冷熱総合管理システム
[業務用]
形名

AE-CZJ
EW-CZJ
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安全のために必ず守ること

安全のために必ず守ること安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事を
される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそれのある
もの

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般指示）

一般事項

以下の特殊な環境にコントローラを据
え付けないこと。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところ

　

据付禁止

電気部品腐食による感電・性能低下・故
障・発煙・火災のおそれあり。

コントローラの据付・点検・修理をす
る周囲に子どもを近づけないこと。

　

禁止
工具などが落下すると、けがのおそれあ
り。

改造はしないこと。 　

禁止

けが・感電・火災のおそれあり。

コントローラの近くに可燃物を置いた
り、可燃性スプレーを使用したりしな
いこと。

　

使用禁止引火・火災・爆発のおそれあり。

コントローラを水・液体で洗わないこ
と。

　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、USB
メモリ・タッチパネルを操作したりし
ないこと。

　

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

薬品を散布する前に運転を停止し、コ
ントローラにカバーを掛けること。

　

指示を
実行

薬品がコントローラにかかって損傷する
と、けが・感電のおそれあり。

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停
止して電源スイッチを切ること。

　

指示を
実行

お買い上げの販売店・お客様相談窓口に
連絡すること。
異常のまま運転を続けた場合、感電・故
障・火災のおそれあり。

コントローラのカバーを取り付けるこ
と。

　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ID0006_PL_AE200J_IB用_10pt.pdf

[2] 移設・修理をするときに

先のとがった物で表示部・スイッチ・
ボタンを押さないこと。

　

使用禁止
感電・故障のおそれあり。

ガラス部品に損傷するような力を加え
ないこと。

　

禁止
ガラス損傷によるけがのおそれあり。

部品端面に触れないこと。 　

接触禁止

けが・感電・故障のおそれあり。

コントローラの廃棄は販売店に依頼す
ること。

　

指示を
実行

環境破壊のおそれあり。

移設・修理をするときに

コントローラの分解・改造はしないこ
と。移設・修理は販売店または専門業
者に依頼すること。

　

禁止けが・感電・火災のおそれあり。

ID0006_PL_AE200J_IB用_10pt.pdf
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安全のために必ず守ること

安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事を
される方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそれのある
もの

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般指示）

一般事項

以下の特殊な環境にコントローラを据
え付けないこと。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところ

　

据付禁止

電気部品腐食による感電・性能低下・故
障・発煙・火災のおそれあり。

コントローラの据付・点検・修理をす
る周囲に子どもを近づけないこと。

　

禁止
工具などが落下すると、けがのおそれあ
り。

改造はしないこと。 　

禁止

けが・感電・火災のおそれあり。

コントローラの近くに可燃物を置いた
り、可燃性スプレーを使用したりしな
いこと。

　

使用禁止引火・火災・爆発のおそれあり。

コントローラを水・液体で洗わないこ
と。

　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、USB
メモリ・タッチパネルを操作したりし
ないこと。

　

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

薬品を散布する前に運転を停止し、コ
ントローラにカバーを掛けること。

　

指示を
実行

薬品がコントローラにかかって損傷する
と、けが・感電のおそれあり。

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停
止して電源スイッチを切ること。

　

指示を
実行

お買い上げの販売店・お客様相談窓口に
連絡すること。
異常のまま運転を続けた場合、感電・故
障・火災のおそれあり。

コントローラのカバーを取り付けるこ
と。

　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ID0006_PL_AE200J_IB用_10pt.pdf

[2] 移設・修理をするときに

先のとがった物で表示部・スイッチ・
ボタンを押さないこと。

　

使用禁止
感電・故障のおそれあり。

ガラス部品に損傷するような力を加え
ないこと。

　

禁止
ガラス損傷によるけがのおそれあり。

部品端面に触れないこと。 　

接触禁止

けが・感電・故障のおそれあり。

コントローラの廃棄は販売店に依頼す
ること。

　

指示を
実行

環境破壊のおそれあり。

移設・修理をするときに

コントローラの分解・改造はしないこ
と。移設・修理は販売店または専門業
者に依頼すること。

　

禁止けが・感電・火災のおそれあり。

ID0006_PL_AE200J_IB用_10pt.pdf
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1.ご使用の前に

1. ご使用の前に
1-1. はじめに

AE-CZJ/EW-CZJの電力按分課金支援機能により、BACnet機能で課金情報オブジェクト(アキュムレータ
オブジェクト、およびトレンドログオブジェクト(トレンドログ（室内温度計測値）を除く))を使用する場合は、
AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)の「課金試運転」に記載の手順に加えて本書の手順を追加して実施し
てください。
試運転実施時には、本書とAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)を準備してください。
BACnet機能で課金情報オブジェクトを使用する場合にはAE-CZJ/EW-CZJに電力按分課金支援ライセンス
の登録が必要です。ライセンスの登録手順はAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)を参照してください。

AE-CZJ/EW-CZJの初期設定、試運転全体図(電力按分課金支援機能およびBACnet機能使用時)

全AE-CZJ/EW-CZJシステムの通常初期設定および試運転

AE-CZJ/EW-CZJ本体設定

初期設定ツール (電力按分
支援機能あり )による設定※1

料金計算ツールによる設定

BACnet 機能の初期設定※2

電力按分課金支援機能を
BACnet からのみ使用する
場合は設定不要です。

トレンドログオブジェクトの Log_interval
プロパティを180000(30分 ) に変更する
場合は、BACnet 機能の初期設定の後に実
施してください。

課金試運転

電力按分課金支援機能
(AE-CZJ/EW-CZJシステム )

の試運転

電力按分課金支援機能
(BACnet) の試運転

「課金試運転」と順序が入れ
替わっても問題ありません。

BACnet 機能の試運転

ビル管理システムとの対向試験へ

本書で説明する範囲

電力按分課金
支援機能の
初期設定

※1	 エネルギー管理ブロックの設定は1グループを1ブロックとして設定してください。連動ロスナイとし
て登録されている加熱加湿付ロスナイがある場合は、加熱加湿付ロスナイ1台を1ブロックとして登録
してください。（「4-3-3. AE-CZJ/EW-CZJ本体のCSVデータ(按分結果)との一致確認」で必要なた
め）

※2	 アキュムレータオブジェクト、およびトレンドログオブジェクトを有効にしてください。

電力按分課金支援機能(BACnet)の試運転を行う前に、空調システムの試運転でAE-CZJの本体液晶画面、ま
たは統合管理Webブラウザからグループ設定/連動機設定に間違いがないこと(実際の空調機/連動機とグ
ループ番号の対応に間違いがないこと)を確認してください。
1回目(空調機連続運転後)の確認の当日00:00以降、確認を行う前に各室内ユニットについて2時間以上の
連続運転を実施してください。
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2.使用部品

2. 使用部品
試運転時には以下のものを用意してください。

項目 内容 数量 備考

資料

物件の空調管理システム図 1 グループ構成、IPアドレスなど
ヒアリングシート 1 BACnet設定※2

電力按分課金支援機能設定情報、計量計接続情報 1
AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書
(詳細編)

1
三菱電機WIN2Kサイトから
ダウンロード※1

AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書
(BACnet機能編)

1
三菱電機WIN2Kサイトから
ダウンロード※1

AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書
(BACnet電力按分支援機能 試運転手順編)

1 本書

AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書
(BACnet試運転ツール編)

1 ※2

各空調機やコントローラ、計量計の取扱説明書 1

機器・
機材

パソコン※3 1～2※4
Microsoft Excel/初期設定ツール/
BACnet試運転ツール/
統合Webブラウザ用

AE-CZJ/EW-CZJ
アップデートファイル※5 1

すべてのAE-CZJ/EW-CZJのバージョ
ンを合わせるために必要です。必ずアッ
プデートしてください。
バージョンが不一致の場合、動作しま
せん。

Microsoft Excel 1 Microsoft Excel 2010以降
BACnet試運転ツール 1 ※2

初期設定ツール (電力按分支援機能あり) 1 ※2

USBメモリ 1

CSVデータ（按分結果）取り出し用
動作確認実施済のUSBメモリのメー
カー、型名はAE-CZJ/EW-CZJ取扱説
明書(詳細編)を参照ください。

スイッチングHUB 1～2※4 パソコン接続用
LANケーブル（ストレートケーブル, 
カテゴリ5以上）

2～4※4 パソコン接続用

ドライバ等の一般工具 -

※1	 三菱電機WIN2KサイトURL: http://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/wink/top.do
※2	 入手についてはお買い上げの販売店にご依頼ください。
※3	 必要なスペックなどはAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)、AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet

試運転ツール編)を参照してください。
※4	 試運転のみであれば最小数で可能ですが、設定と試運転を合わせて実施する場合は最大数の方が効率的

です。「試運転時の接続図（6ページ）」を参照してください。
※5	 アップデートファイルについては、お買い上げの販売店にお問い合せください。

お願い
•	 ヒアリングシートはBACnet機能の初期設定に必須です。準備してください。また、初期設定作業完了後、
本書とともに保管してください。
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2.使用部品

 試運転時の接続図

LAN2(BACnet)

HUB

BACnet

設定用PC※1
(初期設定ツール、
BACnet設定ツール、
統合Webブラウザ)

試運転用PC※1
(BACnet試運転ツール)

AE-CZJ/EW-CZJ
BACnet接続ライセンス
電力按分課金支援ライセンス

M-NET 室内ユニット、
室外ユニット

AE-CZJ/EW-CZJ
BACnet接続ライセンス
電力按分課金支援ライセンス

M-NET

AE-CZJ/EW-CZJ
BACnet接続ライセンス
電力按分課金支援ライセンス

M-NET 室内ユニット、
室外ユニット

室内ユニット、
室外ユニット

室内ユニット、
室外ユニット

AE-CZJ/EW-CZJ
BACnet接続ライセンス
電力按分課金支援ライセンス

M-NET

HUB

LAN2(BACnet)

LAN2(BACnet)

LAN2(BACnet)

LAN1

LAN1

LAN1

LAN1

※1	 PC1台で設定と試運転を行う場合は、ネットワーク接続の設定を変更してLAN接続を繋ぎかえることに
より設定用PCと試運転用PCを1台で兼用してください。
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3. BACnet機能での電力按分課金支援機能

3. BACnet機能での電力按分課金支援機能
AE-CZJ/EW-CZJの電力按分課金支援機能により計算された按分結果をBACnet機能の課金情報オブジェ
クトを使用することによりBACnet経由でビル管理システムから取り出します。

3-1. BACnet機能での電力按分課金支援機能オブジェクトの変化タイミング
BACnet機能の課金情報オブジェクトは以下に示す仕様とタイミングで変化します。
•	 按分結果(累積値)には毎時00分から30分、もしくは30分から00分の間の消費電力量から30分ごと
に計算され累積値が格納されます。(按分結果(累積値)は内部計算用の値で外部から参照することはでき
ません。)
•	 アキュムレータオブジェクトに格納される電力量は毎時15分と45分に更新されます。
•	 アキュムレータオブジェクトに格納される電力量の更新は直近2回の按分結果(累積値)の差をPresent_
Valueに加算することで行われます。	
(「計量用計測コントローラ電力量1～4」オブジェクトの場合は、直近2回の測定結果の差をPresent_
Valueに加算することで行われます。)
•	 トレンドログオブジェクトは基準点(1970/1/1 00：00)からLog_intervalプロパティに設定された時
間ごとにアキュムレータオブジェクトから格納されます。	
(トレンドログオブジェクトのLog_intervalプロパティを設定する手順はAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書
(BACnet試運転ツール編)を参照してください。また、Log_intervalプロパティは1/100秒単位で指定
する必要があります。Log_intervalプロパティの初期値は180000(30分)です。)
•	 Log_intervalプロパティが180000（30分）の場合、BACnetのトレンドログオブジェクトのタイムス
タンプは、AE-CZJ/EW-CZJ本体のCSVデータ（按分結果）のタイムスタンプに対して30分後の時刻で
記録されます。	

11時30分から12時00分の間の消費電力量のタイムスタンプの例

データ タイムスタンプ
AE-CZJ/EW-CZJ本体のCSVデータ（按分結果）
（エネルギー管理ブロックのCSVデータ（30分単位データ）の
「期間」や「日付」における時刻）

12時00分

BACnetのトレンドログオブジェクト
（Log_BufferプロパティのTimestamp）

12時30分

例えば、12時00分に記録（メモ）した計量計の表示値をBACnet機能のトレンドログオブジェクトと比較す
る場合は、12時30分以降（12時30分のタイムスタンプのトレンドログオブジェクトデータが格納された
後）に比較してください。
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3. BACnet機能での電力按分課金支援機能

AE-CZJ/EW-CZJの電力按分課金支援機能の動作例(10:00にAE-CZJ/EW-CZJを起動した場合)を以下に
示します。
ただし、過去の按分結果が存在しない(初回設定時)かつLog_intervalプロパティは180000(1800秒=30
分)とします。
按分結果が初めて格納されるタイミングは太字で示した箇所となります。

アキュムレータオブジェクトおよびトレンドログオブジェクトの更新タイミング

10:00

10:15

10:30

10:45

11:00

11:15

11:30

11:45

12:00

0

時刻

0{10:30}

0{11:00}

按分計算(累積値)
{　}内は累積範囲
(単位[0.1kWh])

アキュムレータ
オブジェクトの
Present_Value
(単位[0.1kWh])

トレンドログ
オブジェクトの
Log_Buffer
{　}内はタイムスタンプ

按分結果[1](例:20)
{10:00～10:30}

按分結果[2](例:50)
{10:00～11:00}

按分結果[3](例:90)
{10:00～11:30}

按分結果[4]
{10:00～12:00}

0
(計算対象不足のため不変)

0
(計算対象不足のため不変)

0 + (50－20) = 30
(+按分結果[2]-[1])

30 + (90－50) = 70
(+按分結果[3]-[2])

70{12:00}

30{11:30}
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4. 使用方法
BACnet機能での電力按分課金支援機能試運転手順を説明します。

4-1. 試運転全体フロー
以下の手順で試運転を行ってください。

確認
タイミング

手順
AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)で

説明する手順
本資料で説明する手順

課金
試運転前

1 「課金試運転の流れ」 ←
2 「4-2-1. BACnetの計量値補正」

3
「課金設定内容の確認(課金試運転前の確
認)」

←

4 「課金関連シート」 ←
5 「ユニット関連シート」 ←
6 「電力量の記入」 ←
7 「4-2-2. 課金関連シート(BACnet)」
8 「4-2-3. ユニット関連シート(BACnet)」

1回目
（空調機
2時間以上
連続運転後）

AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)に記載されている「各室内ユニットについて2
時間以上の連続運転」を実施してください。
1回目(空調機連続運転後)の確認の当日00:00以降に各室内ユニットについて2時間
以上の連続運転を実施してください。

9 「課金試運転チェック」 ←

10
「1回目(空調機連続運転後)の確認」の
「課金関連シート」

←

11 「4-3-1. 課金関連シート(BACnet)」

12
「1回目(空調機連続運転後)の確認」の
「ユニット関連シート」

←

13 「4-3-2. ユニット関連シート(BACnet)」

14
「4-3-3. AE-CZJ/EW-CZJ本体のCSV
データ(按分結果)との一致確認」

2回目
（1回目から
10日以上
経過）

15
「2回目(1回目の課金試運転から10日以上
経過)の確認」

←

16
「4-4. BACnet (2回目(1回目の課金試
運転から10日以上経過)の確認)」

3回目
（2回目から
1か月以上
経過）

17
「3回目(2回目の課金試運転から1か月以
上経過後)の確認」

←

18
「4-5. BACnet (3回目(2回目の課金試
運転から1か月以上経過後)の確認)」

19 「最終確認」 ←
20 「実運用設定の最終確認」 ←
21 「最終報告」 ←



10WT11078X02
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4-2. BACnet (課金試運転前の確認)
本手順を実施する前にAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細編)の「課金試運転の流れ」の手順を実施してくだ
さい。

4-2-1. BACnetの計量値補正
電力按分課金支援機能に使用する計量計の値とBACnetオブジェクト「計量用計測コントローラ電力量1～
4」(AC_41mm40～43：mm=計量用計測コントローラアドレス(01～50))、「Modbus電力量計電力量
1～ 4」(AC_410040 ～ 43) のPresent_Valueプロパティ値を一致させるため補正します。
ただし、「3-1. BACnet機能での電力按分課金支援機能オブジェクトの変化タイミング」の通り、Present_
Valueプロパティ値の反映にはタイムラグがあるため考慮して補正します。
なお、「計量用計測コントローラ電力量1～4」(AC_41mm40～43)、「Modbus電力量計電力量1～4」
(AC_410040～43) のPresent_Valueプロパティ値の変更により按分計算結果が影響を受けることはあ
りません。

手順
1.	AE-CZJ/EW-CZJ起動後、AE-CZJ/EW-CZJの時刻が毎時00分か30分になった時点での計量計の表示
値を記録しておく。

2.	1から20分～45分経過したタイミング(例えば10:00に記録した場合は10:20～10:45の間、10:30
に記録した場合は10:50～11:15の間)に記録しておいた電力量を0.1［kWh］単位(例:123.4kWhの場
合は1234)で、BACnet試運転ツールにより、計量計に対応したアキュムレータオブジェクトのValue_
Setプロパティに書き込む。	
(書き込みタイミング中に書き込めなかった場合は手順1から再実施してください。)

3.	すぐに同オブジェクトのPresent_Valueプロパティ値を読み出して書き込み値が反映されていることを
確認する。

以下に計量計と対応するオブジェクトを示します。

計量計の接続先 オブジェクト名 オブジェクトID

計量用計測コントローラ

Ch.1 計量用計測コントローラ電力量1 AC_41mm40
Ch.2 計量用計測コントローラ電力量2 AC_41mm41
Ch.3 計量用計測コントローラ電力量3 AC_41mm42
Ch.4 計量用計測コントローラ電力量4 AC_41mm43

Modbus電力量計

No.1 Modbus電力量計電力量1 AC_410040
No.2 Modbus電力量計電力量2 AC_410041
No.3 Modbus電力量計電力量3 AC_410042
No.4 Modbus電力量計電力量4 AC_410043

mm：計量用計測コントローラアドレス(1-50)

お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法は「AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照し
てください。
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BACnetの計量値補正例(10:00にAE-CZJ/EW-CZJを起動した場合)を以下に示します。
ただし、過去の値が存在しない（初回起動時）とします。

BACnetの計量値補正実施例

10:00

10:15

10:30

10:45

11:00

11:15

11:30

11:45

アキュムレータ
オブジェクトの
Present_Value
(単位[0.1kWh])

0

11

14 (按分計算(1回目))

19

23 (按分計算(2回目))

25

33 (按分計算(3回目))

39

時刻 計量計表示値（単位[kWh]）
(実際は連続的に変化します。)

0

0（計算対象不足のため不変）

0（計算対象不足のため不変）

140 

140+（230-140）＝230

230+（330-230）＝330

値が一致する

値が一致する

10:30 に記録した値を
10:50 ～ 11:15 の間に
Value_Set プロパティに
書き込んで補正する
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4.使用方法

4-2-2. 課金関連シート(BACnet)
課金関連シート (全体図) 

課金関連シート (拡大図) 

①

②

③

④ ⑤

[2][1] [3]

[2][1] [3]

計量用計測コントローラ電力量 /Modbus 電力量計電力量 (BACnet)

[1] 計量計電力量の記入
任意時の00分もしくは30分に計量計の電力量を読み出します。
①	確認した日時を記入します。(00分もしくは30分)
②	計量計のメータ表示を記入します。

[2] BACnet機能: 計量計電力量の記入
[1]の20～40分後(例えば計量計読み出しが10:00の場合は10:20～10:40の間、10:30の場合は
10:50～11:10の間)に課金関連シートにAE-CZJ/EW-CZJ　BACnet機能の計量計電力量を記入します。
③	確認した日時を記入します。
④	BACnet試運転ツールにより、「計量用計測コントローラ電力量1～4」(AC_41mm40～AC_41mm43)、
「Modbus電力量計電力量1～4」(AC_410040～AC_410043)オブジェクトのPresent_Valueプロ
パティの値を読み出し、試運転前モニタ値の電力量を記入します。
Present_Valueプロパティ値 × 0.1 = 電力量［kWh］

お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法は「AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照し
てください。
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4.使用方法

[3] トレンドログオブジェクトの生成確認
BACnetのトレンドログオブジェクトが生成されていることを確認します。BACnet設定ツールにより、トレ
ンドログオブジェクトを無効にしている場合はAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet設定ツール編)を参
照してトレンドログオブジェクトを有効にしてください。
⑤	BACnet試運転ツールにより、「トレンドログ(計量用計測コントローラ電力量1～4)」(LOG_41mm84
～LOG_41mm87：mm=計量用計測コントローラアドレス(01～50))、「トレンドログ(Modbus電力
量計電力量1～4)」(LOG_410084～LOG_410087)オブジェクトが存在していることを確認して、存
在している場合はチェックを入れます。

BACnet試運転ツール画面（Object_Viewer(OnLine)）

お願い
•	「[3] トレンドログオブジェクトの生成確認」の実施に時間がかかる場合は、「4-2-3. ユニット関連シート
(BACnet)」の「[1] BACnet機能: 按分電力量の記入」を先に実施してください。	
BACnet試運転ツールの操作方法、およびトレンドログオブジェクトの確認方法詳細は「AE-CZJ/	
EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照してください。
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4.使用方法

4-2-3.  ユニット関連シート(BACnet)
ユニット関連シート(全体図)

ユニット関連シート(拡大図)

①

② ③

[1] [2]

[1] [2]

[1]  BACnet機能: 按分電力量の記入
4-2-2.の[2]と同じタイミングでユニット関連シートにAE-CZJ/EW-CZJ　BACnet機能の按分電力量を記
入します。
①	確認した日時を記入します。
②	BACnet試運転ツールにより、「グループ按分電力量」(AC_01xx39：xx=グループ番号(01～50))、「連
動機按分電力量」(AC_61aa39：aa=連動機アドレス(01～50))オブジェクトのPresent_Valueプロ
パティの値を読み出し、試運転前の電力量を記入します。
Present_Valueプロパティ値	×	0.1	=	電力量［kWh］

お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法は「AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照し
てください。
•	 複数の空調機で構成されているグループは代表の1台のみに電力量を記入してください。代表以外の空調
機には「-」を入力してください。

[2] トレンドログオブジェクトの生成確認
BACnetのトレンドログオブジェクトが生成されていることを確認します。トレンドログオブジェクトが無
効になっている場合はAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet設定ツール編)を参照してトレンドログオブ
ジェクトを有効にしてください。
③	BACnet試運転ツールにより、「トレンドログ(グループ按分電力量)」(LOG_01xx83)、「トレンドログ
(連動機按分電力量)」(LOG_61aa83：aa=連動機アドレス(01～50))が存在していることを確認して、
存在している場合はチェックを入れます。
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4-3. BACnet (1回目(空調機連続運転後)の確認)
4-3-1.  課金関連シート(BACnet)
課金関連シート(全体図)

課金関連シート(拡大図)

①

②

⑤

④ ⑨
⑧

③
⑥ ⑦

[1]
[6]

[5]

[4]

[3][2][3]

[1] [5]

[4]

[3][2][3]

計量用計測コントローラ電力量 /Modbus 電力量計電力量 (BACnet)

[1] 計量計電力量の記入（試運転後）
課金試運転開始後、2時間以上経過した任意時の00分もしくは30分に計量計電力量を読み出します。
①	確認した日時を記入します。(00分もしくは30分)
②	計量計のメータ表示を記入します。

[2]  BACnet機能: 計量計電力量の記入（試運転後）
[1]の20～40分後(例えば計量計読み出しが10:00の場合は10:20～10:40の間、10:30の場合は
10:50～11:10の間)に課金関連シートにAE-CZJ/EW-CZJ　BACnet機能の試運転後の電力量を記入し
ます。
③	確認した日時を記入します。
④	BACnet試運転ツールにより、「計量用計測コントローラ電力量1～4」(AC_41mm40～AC_41mm43)、
「Modbu電力量計電力量1～4」(AC_410040～AC_410043)オブジェクトのPresent_Valueプロ
パティの値を読み出し、試運転後の電力量を記入します。
Present_Valueプロパティ値	×	0.1	=	電力量［kWh］

お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法は「AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照し
てください。



16WT11078X02

4.使用方法

[3] 差分値の確認
⑤	計量計本体の現在値の、試運転前と試運転後の値より、メータ差分値を算出して記入します。
⑥	計量用計測コントローラ電力量の試運転前と試運転後の値より、モニタ差分値を算出して記入します。	
モニタ差分値に「0」の値は無いか確認する。	
「0」の場合は、正しく設定が行われているか確認してください。誤設定があれば修正し再度課金試運転
チェックを行ってください。

⑦	メータ差分値とモニタ差分値が一致していることを確認する。	
⑤と⑥が一致していることを確認し、問題がなければチェック欄にチェックします。

お知らせ
•	 実際のメータ差分値とモニタ差分値は、計量計を目視確認する時間差により、完全には一致しない場合があ
ります。	
最大で対象の計量計に接続している機器の合計定格電力［kW］× 時間差［h］の差［kWh］が発生します。

[4] 電力量合計データの確認
⑧	⑥の電力量を合計して記入します。

[5] トレンドログオブジェクト確認
⑨	BACnet試運転ツールにより、「トレンドログ(計量用計測コントローラ電力量1～4)」(LOG_41mm84
～LOG_41mm87)、「トレンドログ(Modbus電力量計電力量1～4)」(LOG_410084～LOG_410087)
オブジェクトのLog_Bufferプロパティの値を読み出します。「計量用計測コントローラ電力量1～4」
(AC_41mm40～AC_41mm43)、「Modbus電力量計電力量1～4」(AC_410040～AC_410043)
オブジェクトのPresent_Valueプロパティの値が、Log_Intervalプロパティに設定された間隔でLog_
Bufferプロパティに格納されていることを確認してください。

お願い
•	「[5] トレンドログオブジェクト確認」の実施に時間がかかる場合は、「4-3-2. ユニット関連シート(BACnet)」
の「[1] BACnet機能: 按分電力量の記入（試運転後）」を先に実施してください。	
BACnet試運転ツールの操作方法、およびトレンドログオブジェクトの確認方法詳細は「AE-CZJ/EW-CZJ
取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照してください。

[6] チェック
再度内容の確認を実施し、間違いがない場合はチェック欄にチェックします。

確認項目 チェック
該当する電力量計の電力量が、BACnetオブジェクトで等しくカウントされているか？
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4-3-2.  ユニット関連シート(BACnet)
ユニット関連シートにAE-CZJ/EW-CZJ　BACnet機能の按分電力量を記入します。

ユニット関連シート(拡大図)

ユニット関連シート(全体図)

①

②

③ ④

⑤
⑥

[1] [2]

[3]

[4]

[1] [2]

[3]

[4]

[1]  BACnet機能: 按分電力量の記入（試運転後）
4-3-1.の[2]と同じタイミングでユニット関連シートにAE-CZJ/EW-CZJ　BACnet機能の按分電力量を記
入します。
①	確認した日時を記入します。
②	BACnet試運転ツールにより、「グループ按分電力量」(AC_01xx39：xx=グループ番号(01～50))、「連
動機按分電力量」(AC_61aa39：aa=連動機アドレス(01～50))オブジェクトのPresent_Valueプロ
パティの値を読み出し、試運転後モニタ値の電力量を記入します。
Present_Valueプロパティ値	×	0.1	=	電力量［kWh］

お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法は「AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照し
てください。
•	 複数の空調機で構成されているグループは代表の1台のみに電力量を記入してください。代表以外の空調
機には「-」を入力してください。

[2] 差分値の確認
③	グループ按分電力量/連動機按分電力量の、試運転前と試運転後の値より、モニタ差分値を算出して記入し
ます。
モニタ差分値に「0」の値は無いか確認する。
「0」の場合は、正しく設定が行われているか確認してください。詳細はAE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(詳細
編)の「使用電力量が「0」のユニットがある場合」、「待機電力量が「0」のユニットがある場合」を参照して
ください。誤設定があれば修正し再度課金試運転チェックを行ってください。

④	試運転前よりモニタ値が大きくなっていることを確認する。問題がなければチェック欄にチェックします。
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[3] 合計の電力量が正しいかを確認します。
⑤	計量計に接続されている全てのグループ/連動機のモニタ差分値を合計して記入します。また、合計値が
「4-3-1. 課金関連シート(BACnet)」の「[4] 電力量合計データの確認」で計算した合計値と一致しているか
を確認します。
•	 電力量は小数点以下2桁目で四捨五入し小数点以下1桁までになるため、完全に一致しない場合がありま
す。

[4] トレンドログオブジェクト確認
⑥	BACnet試運転ツールにより、「トレンドログ(グループ按分電力量)」(LOG_01xx83)、「トレンドログ
(連動機按分電力量)」(LOG_61aa83) オブジェクトのLog_Bufferプロパティの値を読み出します。「グ
ループ按分電力量」(AC_01xx39)、「連動機按分電力量」(AC_61aa39)オブジェクトのPresent_Value
プロパティが、Log_Intervalに設定された間隔でLog_Bufferプロパティに格納されていることを確認し
てください。

お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法、およびトレンドログオブジェクトの確認方法詳細は「AE-CZJ/	
EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照してください。



WT11078X0219

4.使用方法

4-3-3.  AE-CZJ/EW-CZJ本体のCSVデータ(按分結果)との一致確認
本手順は1回目(空調機連続運転後)の確認でのみ実施します。
本節ではLog_intervalプロパティを180000(1800秒=30分)に設定してください。
初期値として180000(1800秒=30分)に設定されています。

ユニット関連シート(全体図)

ユニット関連シート(拡大図)

CSVデータ(按分結果)エネルギー管理ブロック単位

⑧③

④

⑤ ⑥ ⑦

1グループ=エネルギー管理ブロック1
2グループ=エネルギー管理ブロック2に
設定されている場合

[1] [1][2]
[3] [4]

[1] [1][2] [3] [4]
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[1] AE-CZJ/EW-CZJ本体のエネルギー管理ブロックの30分単位のCSVデータより按分電
力量を記入
①	AE-CZJの場合は、本体右側のカバーを外し、USBポート（タイプＣ）にUSBメモリを接続します。
EW-CZJの場合は、本体上のUSBポート（タイプＣ）にUSBメモリを接続します。

②	[初期設定]－ [CSV出力]を選択します。

③	[期間設定]で課金運転開始の翌日もしくは本日から3日前の遅い方(以下「開始日」とします)から本日(以
下「終了日」とします)までの期間を設定し [EMブロック]と [30分単位データ]を選択した状態で [出力]
をタッチします。
出力したCSVファイルをMicrosoft	Excelで開きエネルギー管理ブロック単位の「按分電力量」をチェッ
クシートに記入します。「ユニット関連シート（拡大図）（19ページ）」の③を参照してください。以下④
から⑧も同様に参照してください。

④	CSVファイル内の「期間」に記載されている日時を開始日と終了日に記入します。

[2] BACnet機能の按分電力量の記入
⑤	BACnet試運転ツールにより、「トレンドログ(グループ按分電力量)」(LOG_01xx83)、「トレンドログ
(連動機按分電力量)」(LOG_61aa83)オブジェクトのLog_Bufferプロパティの値を読み出し、開始日の
欄に記入されている日時+30分後の時刻の按分電力量を記入します。
Log_Bufferの値	×	0.1	=	按分電力量［kWh］

⑥	BACnet試運転ツールにより、「トレンドログ(グループ按分電力量)」(LOG_01xx83)、「トレンドログ
(連動機按分電力量)」(LOG_61aa83)	オブジェクトのLog_Bufferプロパティの値を読み出し、終了日の
欄に記入されている日時+30分後の時刻の按分電力量を記入します。(終了日の日時のログがまだ格納さ
れていない場合は30分以上待ってから再確認してください。)
Log_Bufferの値	×	0.1	=	按分電力量［kWh］

[3] 差分値の確認
⑦	開始日と終了日の按分電力量から差分値を算出して記入します。

[4] 電力量が正しいかの確認
⑧	トレンドログオブジェクトの差分値とCSV出力の按分電力量が一致していることを確認します。問題がな
ければチェック欄にチェックします。
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お願い
•	 BACnet試運転ツールの操作方法は「AE-CZJ/EW-CZJ取扱説明書(BACnet試運転ツール編)」を参照し
てください。
•	 複数の空調機で構成されているグループは代表の1台のみに按分電力量を記入してください。代表以外の
空調機には「-」を入力してください。
•	 課金運転開始当日に確認を実施する必要がある場合は、課金運転開始後30分以上経過して按分結果が初
めてトレンドログオブジェクトのLog_Bufferプロパティに保存されるタイミング（任意時の00分もしく
は30分）を過ぎてから各室内ユニットを2時間以上連続運転させた後、「4-3-3. AE-CZJ/EW-CZJ本体
のCSVデータ(按分結果)との一致確認」の手順を以下のように読み替えて実施してください。
•	 ③で「開始日」「終了日」とも課金運転開始した日としてください。
•	 ③で「按分電力量」に記入する電力量は、CSVファイルでユニットアドレス単位に30分ごとの詳細な按
分電力量が出力されている部分から、「室外機分按分電力量」の列と「室内機分按分電力量」の列の値を、
エネルギー管理ブロック単位、および「日付」が「課金運転開始後30分以上経過した任意時の00分もし
くは30分（按分結果が初めて格納されるタイミング）」から「2 時間以上連続運転させた後の任意時の
00分もしくは30分」までの範囲で合算してください。
•	 ④で「開始日」に記入する時刻は「課金運転開始後30分以上経過した任意時の00分もしくは30分（按
分結果が初めて格納されるタイミング）」としてください。「終了日」に記入する時刻は「2 時間以上連続
運転させた後の任意時の00分もしくは30分」としてください。

CSVデータ(按分結果)　ユニットアドレス単位

エネルギー管理ブロックが2台(1-001、1-002)で構成され、「開始日」2015/4/2 11:30、「終了日」
2015/4/2 12:00の場合、丸で囲んだ按分電力量をすべて合算します。

お知らせ
•	 電力量は小数点以下2桁目で四捨五入し小数点以下1桁までになるため、完全に一致しない場合がありま
す。
•	 BACnet機能では料金単価1から5まで全ての時間帯の電力量の合計が対象となります。
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4-4. BACnet (2回目(1回目の課金試運転から10日以上経過)の確認)
1回目の試運転と同様に1回目の課金試運転から作業時までの期間でチェックを実施します。
手順は「4-3-1. 課金関連シート(BACnet)」から「4-3-2. ユニット関連シート(BACnet)」を参照してくださ
い。

4-5. BACnet (3回目(2回目の課金試運転から1か月以上経過後)の確認)
1回目の試運転と同様に2回目の課金試運転から精算日までの期間でチェックを実施します。
手順は「4-3-1. 課金関連シート(BACnet)」から「4-3-2. ユニット関連シート(BACnet)」を参照してくださ
い。
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商標、登録商標について

商標、登録商標について

•	BACnetは、米国暖房冷凍空調学会（ASHRAE）の登録商標です。
•	Microsoftは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商

標です。
•	OracleおよびJavaは、米国Oracle Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標

です。
•	 Internet Explorerは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商

標または商標です。
•	 Internet Explorerの正式名称は、Microsoft® Internet Explorer Internet browserです。
•	Microsoft Office Excelは、米国Microsoft Corporation の商品名称です。
•	Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または

商標です。
•	Windowsの正式名称は、Microsoft® Windows® Operating Systemです。

文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

SDおよびSDHCロゴは、SD-3C, LLCの商標です。

Javaは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の米国およびその他の国
における登録商標です。



　　　　　　　本社　〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）
冷熱システム製作所　〒640-8686　和歌山市手平6-5-66

ご不明な点がございましたらお客様相談窓口にお問い合わせください。

三菱電機冷熱相談センター
0037-80-2224(フリーボイス)/073-427-2224(携帯電話対応)
FAX(365日・24時間受付)
0037(80)2229(フリーボイス)･073(428)-2229(通常FAX)

便利メモ
お買上げ販売店名

電話番号

●長年ご使用の空調冷熱総合管理システムの点検を！愛情点検

こんな症状は
ありませんか

ご使用
中止

●運転音が異常に大きくなる。
●室内ユニットから水が漏れる。
●電源が頻繁に落ちる。
●その他の異常・故障がある。

事故防止のため、配線用遮断
器（ブレーカー）を切（OFF）に
し、販売店に点検・修理をご相
談ください。
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